
混雑緩和にむけた取り組み 
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京王電鉄 混雑状況 
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最混雑１時間帯 混雑率（平成３０年度実績） 
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路線名 区間 時間帯 輸送力 輸送人員 混雑率 国の目標 

京王線 下高井戸駅～明大前駅 7：40－8：40 37,800人 62,428人 １６５％ 
 

１８０％ 
以下 井の頭線 池ノ上駅～駒場東大前駅 7：45－8：45 19,600人 29,172人 １４９％ 
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混雑率の推移 
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【京王線 最混雑１時間帯 輸送力・輸送人員の推移】 （人） 

【混雑緩和の取り組み】 

実施期間 取り組み内容 

昭和47年度～平成7年度 ①車両の大型化・長編成化による輸送力増強 

平成14年度～平成26年度 ②連立事業にあわせた京王線と相模原線の平面交差の解消による列車運行の円滑化 

平成25年度～令和4年度予定 ③連立事業にあわせた待避線の新設による列車運行の円滑化 

平成22年度～ ④ダイヤ改正による混雑の分散化 

輸送人員の増加 

輸送力の増強 



混雑緩和の取組① 車両の大型化・長編成化による輸送力増強 

【昭和54年度 都営新宿線との相互直通運転開始】 

【京王線 車両の大型化・長編成化の経緯】 

【当社初の大型20ｍ車両】 

〇昭和47年度～車両長の延長（１８ｍ→２０ｍ） 
 

〇昭和50年度～ホームの延伸 （新宿駅など６両編成→１０両編成） 
 

〇昭和56年度～都営新宿線直通列車で１０両編成運転を開始 
            ※昭和54年度に都営新宿線との相互直通運転開始 

 

〇平成07年度～最混雑１時間帯全列車１０両編成 
          

現在、全営業列車のうち、約８割を10両編成により運行 
                                ※下高井戸駅～明大前駅間 

京王線 車両の大型化・長編成化の経緯 昭和47年度～平成7年度 



混雑緩和の取組② 京王線と相模原線の平面交差の解消による列車運行の円滑化 

・上り線と下り線が平面交差しているため 
 １列車の遅れが上下線に波及 
→お客様の乗車が集中するため、混雑が増大 

・平面交差を解消し、遅延の波及が改善 
→列車運行の円滑化によりお客様の乗車の集中が改善 

【工事前：平面交差】 【工事後：立体交差】 
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工事後 
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下り 
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調布駅付近連続立体交差事業 事業期間：平成14年度～平成26年度 

平成24年度完成 



【計画縦断図】 

仙川 千歳烏山 芦花公園 八幡山 上北沢 桜上水 下高井戸 明大前 代田橋 笹塚 

混雑緩和の取組③ 待避線の新設による列車運行の円滑化 

ホーム 

先行列車 後続列車 

ホーム 

先行列車 

後続列車 

【事業完了後】 

待避線が１駅おきにできるため列車運行の円滑化が図られ 

列車運行の定時性が向上する 
 

①列車遅延に起因するお客様の乗車の集中が改善 
②乗車の分散によりホーム上のお客様混雑が緩和 

遅延が発生した場合 
 ①先行列車にお客様の乗車が集中するため 
   混雑が増大 
 ②後続列車を待つお客様でホーム上も混雑 

駅間停車 ホームに進入可能 

京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業 事業期間：平成25年度～令和4年度予定 



〇朝最混雑時間帯前後に特急・準特急列車を導入                                             
 

混雑緩和の取組④ ダイヤ改正による混雑の分散化 

【朝・夕ラッシュ時の時差通勤を促進】 【混雑状態を表示するポスター】 

〇朝間時間帯に座席指定列車「京王ライナー」を増発 

〇輸送需要の高い都営新宿線方面列車の10両編成化 

   ４本  → ２６本 
（平成21年度末）   （現在） 

混雑の分散化 

輸送力の増強 

  １４本 → ３９本 
（平成21年度末）    （現在） 

※最混雑１時間帯を除く初電～10時の本数  

※初電～10時の本数    

計４本  
※夕夜間にも10本運行 混雑の分散化・輸送力の増強 

その他：オフピーク通勤・分散乗車の促進 

ダイヤ改正 平成22年度～ 

【Ｈ25.2 早朝時間帯に特急を新設 】 

【Ｈ31.2 座席指定列車（朝）の運行開始 】 



混雑緩和の取組⑤ その他の取組 

ホームの改修 

・ホームの拡幅、エスカレーター位置をお客様の集中する 
 車両ドア位置から変更（千歳烏山駅、下北沢駅など） 

＜改修前＞ ＜改修後＞ 

信号システムのＡＴＣ化 

ホーム整理員の増強 

ホーム整列方法の見直し 

・新学期などの混雑シーズンにホーム整理員を増員配置 

・安全対策に合わせて、高密度な運転が可能なＡＴＣ装置を導入 

＜改修前＞ ＜改修後＞ 

・お客様の整列乗車位置を、ホームにおける車両のドア前から 
 ドア両サイドに変更 

スムーズな乗降促進、遅延防止 

運転本数の増加、運転時分の短縮 

【下北沢駅、ホームへのエスカレーター位置を吉祥寺寄りに設置】 

【千歳烏山駅、ホーム上の旅客トイレ改修によるホーム拡幅】 

ＡＴＳ：先行列車までの間で細かく分割して制御する 
ＡＴＣ：先行列車までを大きな１つの区間として制御する 

＜改修前＞ ＜改修後＞ 

【ＡＴＣとＡＴＳの列車制御イメージ】 

【ホーム整列方法の見直し】 


